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　　1目的】投動作におい て肩関節は主要な役割を果た して い る．その た

め肩関節、特に肩甲、ヒ腕関節に関する報告は数多く行われてい る．しか し

肩甲骨も重要な働きをもつ と考えられてい る にも関わ らず、肩甲骨の機能、

及び肩甲骨と肩関節の機能的関連に関する研究はか法論上 の問題 もあり比

較的少ない ．

　 本研究におい ては眉甲帯筋群の筋力に着目し、投動作を行う各種競技

者の 肩甲帯挙上 ・下制 ・屈曲・伸展筋力、更に肩関節筋力を測定し、各群

間の 比較、及 び肩甲帯 と肩関節の 筋力的関連性を検討し投動1乍にお ける肩

甲帯筋群の役割につ い て明らか にするこ とを目的とした．

　　防 法】被験者は投動 作 を伴 う競 技を行 う大学男子 運動部員2銘 ［野

球 ・投手群 （以下投手群＞8名、野球 ・野手群 （以下野手群）6名、陸上
・

槍投げ群 （以下槍投げ群）礁 、κ レ赤  ル群6名］及び、コントn
−ne￥として 日

頃、運動を行 っ て い ない健康な男子学生7名の計33名で あ っ た．沒淀 は被

験者を座位 ・体幹固定の 測定肢位の もと、肩甲帯 ・肩関節の等尺性筋力を

測定 した．筋力測定 としてhand−held・dynamomater（HOGGAN 社製

MICROFET ）を使用 して肩甲帯の挙上・
下制、屈曲・伸展、肩関節の 屈

曲・伸展、外転
・内転、水平屈 曲・水平伸展各筋力を3秒間の 最大努力で

各々5回ずつ両側につ い て試技を行い 、p 〔欲   を採用した．測定時の測

定部位は肩甲帯の 運動に 関して は冒峰及び腋下部 （下耡 、肩関節の運動

に関 して は肘閧節部とした、評価項目は、1＞肩甲帯・屑関節各々 におけ

る各群間 の比較．2）利 き腕側、非利 き腕側の比較 3＞肩甲帯、肩関節の

筋力的相閧関係のa点につ い て統計学的処理を行い 、比較検討を行 っ た，

　　【結果及び考察】1）肩甲帯筋力で は槍投げ群は 挙上で 全ての 群に比し

て有意に高値を示 した．また、槍投 げ群 は投 手群 と比 して肩甲帯筋力全て

の項目で有意 に高値を示 した．両群は投動作力》以て い るが約isOg の 硬式ボ

r“・と約覦Og の 槍とい う両競皮の投擲物の 鳶量が違 うこ と、投手は球種や

試合状況に よ り投球法を変化せ ざる を得ない こ と、槍投げは助走を伴 うこ

となどの投 形態の相違の ためで は ない か と思 われ る．肩関節筋力で は槍投

げ群は水平伸展で全ての群に比して有意に高値を示 した．また槍投げ群は

投手群 と比 して水平伸展、水平 屈曲、内転 伸展で、野手群 と比 して水平

伸展、水平屈曲、内転 伸展、屈曲でそれぞれ有意に
’
高値を示 した，陸上

投擲選手は投擲物の 重量、更に1投毎の運動強度が高い ため、筋力強化を

重要攪する こ と、野球選手は身体の 筋出力よ り可動 性を求めるため に筋力

強化、特に筋量を獲得する こ とを嫌う傾向に ある こ との相違の ため なの で

はない かと思われる，2）利き腕飼II、非利 き腕側の比較につ いて 検詞する

と利き腕側は非利き腕側 と比 して槍投け聯 は冒甲帯下制、投穿群は肩関節

外転、屈 曲に有意な高値を示 した。それ以外は有為な差は 認め られ なか っ

た．3）肩甲帯と肩関節の 筋力的関連駐を検討するため に各筋力項昌の相

関係数を算出した．その 結果、ガ 瞬   耀勧 肩甲帯伸展 ・肩関節伸展 （

ド 090）、野手群の肩甲帯屈曲・肩関節水平屈曲　 （re’a82＞、投手群の

肩甲帯仲展
・肩関節水平伸展 （r℃ ．77）の 相闃が認め られた，パ 瞬

’
暁 ・

投手各群におい て肩甲帯伸展 ・肩閲節伸展 ・水平伸展に相閧関係が認めら

れたこ とはκ レザ 弔 や 投手は野クκ ック時に肩 を大き く後ろに 引 くため に伸

展動f蝣 の肩甲帯と肩関節の筋力的関係が明らか になっ た もの と思われる．

しかし槍投げ詳で は肩甲帯と肩関節の筋力的関係が認め られなか っ たこ と

は槍投げの動作はκ レザ ール ・投手の 動作時の肩甲骨の 使い方が異・なる こと

を意味する と考えられる．
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